第５２回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1９年１月１０日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　　　　８名

出席委員氏名　　清水義一
千野慎一郎

荻生昌平

横山　勝

井上純代

村松晶子

富山治子

渡辺　迅
　　　　　　　　
放送事業者　　佐藤恭平

伊藤迪彦
４．議　　題
　　　平成1８年１１月１日（水）　２０:００～２０:３０放送
　　　番組名　ＩＴｓ　ＢＡＲ
従来から放送を継続している番組。１１月より、パーソナリティーが、静岡県内出身で在住のシンガーソングライターの「さくまひろこ」が担当する。番組名、地元静岡県内で活躍するミュージシャンをゲストにお招きしてトークと音楽で進行する形式は従来と変わらないがパーソナリティーが交代したのでまた新しい番組として再スタートした。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、明けましておめでとうございます。お正月も例年の如くですがあっと言う間に過ぎてしまいました。お忙しい中、委員全員がお集まり頂きまして有難うございます。それでは第５２回番組審議会を開催致します。

　　　　　本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に毎月第１、３、５水曜日午後８時００分から放送の「ＩＴｓＢＡＲ」という３０分間の番組です。以前にも審議して頂きました番組ですが、昨年１１月より、パーソナリティーが、静岡県内出身で在住のシンガーソングライターの「さくまひろこ」さんが担当しています。内容は地元静岡県内で活躍するミュージシャンを応援するという事でゲストにお招きして、トークと音楽を紹介する形式は従来と変わりませんがパーソナリティーが交代したのでまた新しい番組として再スタートしました。今回は交代第１回目の放送分です。ゲストは裾野に在住の男性のシンガーソングライターです。　尚、さくまひろこさんは他のコミュニティーＦＭ局で収録した３０分の番組を全国の８局ほどのコミュニティー局に配信しています。私たちの局ではそれは放送していません。

それではお聞き頂きます。
　　　　　　　　　
（　番　組　聴　取　）・・・

（清水委員長）　それでは審議にはいります。今回は富山委員からご意見をお願いします。
（富山委員）　  　第1回目で緊張しているかとも思ったのですが、そんな感じは無いし話しも聞き辛さは無くスムーズで心地よく聞けました。以前もそうでしたが、地元のミュージシャンを応援すると言う地元ＦＭ局ならではの番組ですしメディアに出る機会の少ないミュージシャンを応援すると言う事は良いのですが、しかし、放送にでられるミュージシャンは限りがあると思います。今回のゲストは裾野市出身という事ですが、音楽の話しはもちろんですが、地元の話しをして貰いたかったですね。そうすれば聞く側も興味が湧くしありがたいと思います。それから、ちょっと気になった点があります。対談の時、ゲストの声ばかり大きく目立って聞こえ、さくまさんの声が小さ目で目立たなかった。対談は声の大きさを揃えたかったですね。音楽も今回のゲストがギターの弾き語りだったのでアコースティックな曲が続いていたし、全体に少し沈んだ感じでした。もう少しアップテンポの曲があればよかったと思います。

（村松委員）　　　ずいぶんソフトでかわいい声で聞いていて邪魔にならない感じでした。一生懸命聞くという感じではなくさらっと聞こえている感じが良かったですね。最近の女性の喋り手はキャッキャ言うのが多いのですがさくまさんの声は落ち着いていて良かったです。それにゲストの方の声も耳障りな事も無く良かったです。ゲストの曲も２曲とも終わりまで演奏していたのが良かった。よく、民放の局でトーク中心のＤＪ番組では曲の紹介で最初の１小節を掛けて後は曲を絞ってトークを重ねていく事をよくやっていますが、今回は地元のミュージシャンで曲が知られていないので紹介する意味もあるという事で、それはそれで良いと思いました。ただ、さくまさんもゲストの方もシンガーソングライターという事ですからトークの中に曲の作りに対する思いとか方法とかのもう少し踏み込んだ話や地元との関わりとかローカルな場面が出て来て欲しいと思いますね。地元の地名などが出ると良いですね。対談の時の声の大きさなのですがマイクの位置が良くなかったのか小さいところが有りましたが最後の方は良かったですね。話方がとてもソフトなので余計に小さな声に感じるのではと思いました。話方のそれはそれで全体では非常に良いと思いました。

（井上委員）　　　私も同様にさくまさんの声がソフトで耳障りでなく、またキャーキャーしていなくてとても落ち着いて良いと思いました。ただ地元の方と聞いているのでおよその年齢層とか住んでいる地域とかもう少し紹介して頂くと親しみが湧くと思います。ゲストの方のプロフィールも裾野と聞いていますが裾野のどの辺なのかもう少し紹介して頂くと聞いている人も興味を持つと思いますね。ゲストの声も歌っている声と違って話し声はソフトで良い感じでした。これからどう言う方がゲストにくるか分からないですが地元という事をもう少し出して言ったら良いと思いました。地元周辺にシンガーソングライターがこんなに居るという事も知りませんでしたが、地元のミュージシャンを応援するＩＴｓＢＡＲというお店も出来たという事を知りましたし、番組も楽しく続けられると良いと思います。

（千野委員）　　　私も、とても聞き易かったと感じました。さくまさんは今回聞いたのが初回だったとの事ですが、プロフィールをもう少し詳しく紹介した方が良かったかなと思いました。また、今回の様にゲストがシンガーソングライター等のミュージシャンばかりですとどこかでネタ切れになってしまう可能性もあると思うので、そうでないゲストが来た時もさくまさんの曲とかトークで考えた方がいいと思います。今回はゲストの曲が長かったのでかなり控えめの部分もありますが、さくまさんもシンガーソングライターなのでもう少し自分の曲とか自分を表面に出す事をした方が良かったと思います。全体としては他の方の意見と同様に非常に聞きやすい声と話方と感じました。

（渡辺委員）　　　私も、とても聞き易いと思いました。この番組がリスナーとの距離感を何処に置く事をめざしているのかなという事にクエッションを持って聞いていました。音楽を紹介する番組なのか、トークを聞かせる番組なのか、地元のミュージシャンを紹介とうたっているわりに地元感が無かった。番組内で紹介のＩＴｓＢＡＲというお店も地元のミュージシャンを紹介しライブをやっているとの事ですが、番組でも地元感を出す手法とか工夫をしてもう少し地元との絆をを出してリスナーとの距離感を縮めて欲しいと思いました。ま、いずれにしても聞きやすく良い番組と感じました。

（横山委員）　　　私も他の方と同様に聞き易く良いなと思いました。この番組企画はゲストによって左右されてしまうかなというところがありますね。今回は非常に良かったですが。今後どのような企画でゲストをもってくるかが問題で、番組的に辛くなる場合も出て来るのではないかと思いますが、その時如何するのかを局としてご検討頂いた方が良いと思います。でも番組としてはとても良い企画です。

（荻生委員）　　　先ず、さくまさんの言葉に舌足らずの所が１点ありましたね。そういうのではなくて即ち、さくまさんの声や喋りの感じから言うと合間に舌足らずで媚を売る感じの喋りがちょこっと出てきますが、それはせっかくの良い声と淡々とした喋りの良いところを壊してしまっている。そういう事は止めて落ち着いた喋りをした方が良いですね。それから音のレベルですがゲストの曲の歌っている所が小さくなっていました。本来なら曲を聞かせる為に良い状態で聞かせる工夫をしなけねばならない所なのですが、ただ歌も声もあまり魅力があるとは言えないし、作曲自体もそれほどではないので余計にそう感じました。もう少し良い状態の録音を使うべきですね。曲を聞かせるにはそれなりの聞かせる為の録音をした物を使うとかしないと駄目ですね。録音が良くないならトーク主体とするなど考えないと駄目ですね。今回のゲストの場合はトークの方が声も良かった。この番組の収録もＩＴｓ　ＢＡＲと言うお店のライブですか？

（会社側：佐藤）いいえＣＯＡＳＴ－ＦＭのスタジオでの収録です。

（荻生委員）　　ゲストの曲はＩＴｓ　ＢＡＲと言うお店のライブですか？

（会社側：佐藤）いいえ、ゲストの持ち込みです。

（会社側：伊藤）　放送スタジオでの音楽の収録は技術的問題と機材的に音楽を聞かせる様な良い状態では出来ませんが時々番組によっては収録する場合があります。だだ今回は音楽の収録はしていません。

（荻生委員）　　　以前の番組でお店でのライブを収録したものを放送していましたね。さくまさんもライブを収録したものを番組にしても良いですね。まあ､いずれにしても、話の仕方もなかなか慣れていますし、さくまさんはトークのツボを心得ていますね。内容も悪くないし続けて欲しいですね。

（会社側：伊藤）　コミュニティーエフエム局でリポーター、ディレクター、機材スタッフ等多人数で出先での収録を行なう余裕がありませんので、他の番組ではパーソナリティーを担当している者が収録をしていますが、さくまさんも初回ですし収録も機材の操作もまだ慣れていませんのでしばらくはスタジオ収録となります。

　

（清水委員長）　　私も委員の皆さんのご意見を聞いて同様な意見です。今まで長年色々な番組を聞いて審議してきましたが、今回の番組がさくまさんの話方や声の調子から一番品位の良さを感じましたね。それから気に掛かる事があります。それと言うのもたまたまこの審議会の前に新しく出来た映画館で映画を観たのですが古い映画館と違ってその音響関係の装置の素晴らしさを感じてやはり良い映画には良い音響は必要と感じていましたので、ＦＭ放送は音の良い事も売り物ですからそれなりの良い音で音楽を聞かせる必用があると思います。そう言う事が頭に有ったので今回の音楽はどうして収録した物かな。もう少し良い状態で収録したいと感じましたね。番組の最後の方のお店の紹介のトークの所はかなり音も歯切れも良かったが最初の方をもう少し良くしたかったですね。全体としては３重マルなのですが、その辺が一つ問題ですね。音楽を立体感を感じる様に聞かせる収録にはそれなりの機材と技術的な問題があると思うんですね。そうするとやはりお金も掛かるし機材とかスタジオを充実することは無理があるかもしれませんが。　　　

（会社側：伊藤）　番組の収録前にディレクター、パーソナリティー及びゲストは充分に打ち合わせをしていますが番組を担当して第１回目と言う事で多少の試行錯誤があるのかもしれません。今後、今日ご審議頂いた内容を伝え、更に聞き易い良い番組になる様にします。それに地元のミュージシャンも限りが有りますので何時も音楽関係のゲストと言う訳にもいきませんので、色々な職業の方にゲスト出演をお願いすることもあります。ここに１２月放送のＭＤがありますがゲストは眼科医の方でミュージシャンではありません。

（会社側：佐藤）あまり意識をしないで聞いていると、スンナリと聞けて眠気が出てくるように違和感が無いと思いますね。

（清水委員長）　クラシック音楽もそうですが良い音楽は良い音で聞けば全く違和感はなく眠気を催す場合もありますね。

（荻生委員）　  　トークも押し付けがましい感じとか個性を前面に出した様な番組は聞き辛いですね。

　　　　　　　　今日の番組はトークも良かったし続けてほしいですね。

（清水委員長）　　自然に聞けて、違和感が無いと言う事は良い事です。音楽は難しいてすね。

　　　　　　　　　地元の音楽家がこの番組から巣立っていければ良いですね。

　　　　　　　　
　　　　　　　　　以後しばらく雑談　（審議する番組との関係をはなれた話）
（清水委員長）　ご意見も出尽くした様ですね。ではこれで審議終了とします。

（会社側：佐藤）　貴重なご意見ありがとうございます。

本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点はディレクター、パーソナリティーに、改善する様に伝えました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成1９年３月１４日（水）ＰＭ６：００より行う。
様式４－２








